
収入の部	 △は減　単位：円
科　　目 28年度決算額 28年度予算額 増　　減 摘　　要

繰　越　金 15,275,251 15,275,251 0
特別会計からの繰入 223,961 223,961 0

入　会　金 2,850,000 2,853,000 △ 3,000 10,000円×282名
  3,000円×10名

寄付及び総会会費 3,618,608 4,500,000 △ 881,392 維持費・総会会費
雑　収　入 6,564 50,000 △ 43,436 預金利息等
合　　計 21,974,384 22,902,212 △ 927,828

支出の部
科　　目 28年度決算額 28年度予算額 増　減 摘　　要

会　議　費 1,107,945 1,200,000 △ 92,055 本部役員会、役員総会、委員会
事　務　費 2,995,789 3,440,000 △ 444,211

事 務 局 費 413,100 500,000 △ 86,900
旅　　　 費 146,040 160,000 △ 13,960 本部役員会・関東・中京・浜松地区会
印　 刷　 費 1,105,800 1,150,000 △ 44,200 会報送付用封筒・葉書コピー用紙
通　 信　 費 1,321,311 1,480,000 △ 158,689 会報送付費用・往復葉書、切手
備 　品　 費 0 100,000 △ 100,000
消 耗 品 費 9,538 50,000 △ 40,462 クリアーブック等

事　業　費 2,118,925 2,320,000 △ 201,075
記 念 品 費 489,745 500,000 △ 10,255 卒業生記念品、入会記念品
支部活動助成費 179,188 150,000 29,188 藤枝・関東支部
慶　 弔   費 25,346 60,000 △ 34,654 祝電・弔電・香典・生花
会 館 補 助 費 100,000 100,000 0 千南原会館維持費補助
会 館 整 備 費 355,100 300,000 55,100 同窓会館壁の張替え
保 　 険   料 54,350 60,000 △ 5,650 同窓会館火災保険料
渉　 外　 費 86,028 150,000 △ 63,972 各関係の団体等への祝

儀・会報執筆者謝礼
特別会計補助金 790,000 900,000 △ 110,000 部活動助成
雑　　　　 費 39,168 100,000 △ 60,832 卒業アルバム代・貸金庫等

予　備　費 0 15,942,212 △ 15,942,212
次年度繰越 15,751,725 0 15,751,725

合　計 21,974,384 22,902,212 △ 927,828

平成28年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

収入総額	 21,974,384円
支出総額	 21,974,384円
差引金額	 0円

サ
ッ
カ
ー
殿
堂
入
り
ベ
ル
リ
ン
五
輪
代
表

松
永
行
氏（
第
５
回
生
）の
盾
寄
託

　

開
校
以
来
、
本
校
は
「
蹴
球
＝
サ
ッ
カ
ー
」
を
校
技
と
し
て
お
り
、
そ
の
輝
か
し
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
名
選
手
を
輩
出
し
て
い

る
。
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
で
活
躍
し
た
松
永
行
（
ま
つ
な
が
あ
き
ら
）
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
松
永
さ

ん
は
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
１
月
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
戦
死
し
た
が
、
２
０
１
６
（
平
成
28
年
）
に
第
11
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
（
ベ
ル
リ
ン
）
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
日
本
サ
ッ
カ
ー
殿
堂
入
り
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
顕
彰
さ
れ
た
。「
母
校
の
後
輩

た
ち
に
伝
統
を
伝
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
３
月
28
日
、
甥
の
松
永
史
郎
さ
ん
が
来
校
し
て
、
殿
堂
入
り

の
記
念
盾
を
本
校
に
寄
託
し
た
。

29
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
東
高
同
窓
会
総
会
は
平
成
29
年
7
月

１
日
（
土
）
に
藤
枝
市
の
小
杉
苑
に
お
い
て
多
数

の
役
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
お
に
く
う
ど
ん
え
」
氏
（
藤
枝
市
市

会
議
員
43
年
卒
・
41
回
）
に
よ
る
ト
ー
ク
と
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
引
き
続
き
28
年
度
事
業
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告
と
29
年
度
事
業
計
画
並
び

に
会
計
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
の
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
28
年
度
決
算
報
告
に
つ
き

ま
し
て
は
本
紙
記
載
の
通
り
で
す
。
本
年
度
は
役

員
改
選
等
の
懸
案
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

8
年
前
に
新
し
く
張
っ
た
校
庭
の
人
工
芝
は
、
使

用
頻
度
が
激
し
い
た
め
に
予
定
よ
り
早
く
張
り
替

え
が
必
要
と
な
り
、
同
窓
会
と
し
て
も
こ
れ
ら
の

事
業
に
つ
い
て
厳
し
い
財
政
問
題
を
十
分
に
考
慮

し
な
が
ら
、
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
学
校
後
援
会
や
サ
ッ

カ
ー
部
後
援
会
等
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
委

員
会
に
て
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

組
織
・
規
約
委
員
会

　

個
人
情
報
保
護
法
等
に
よ
り
会
員
名
簿
の
作
成

が
困
難
な
時
代
で
す
が
、
組
織
強
化
の
た
め
に
各

回
別
委
員
と
積
極
的
に
話
し
合
い
を
行
い
、
回
別

組
織
づ
く
り
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
総
務
委
員
会

と
協
力
し
て
検
討
を
行
う
。

　

組
織
強
化
の
た
め
に
、
現
行
規
約
の
見
直
し
を

行
う
。

会
報
委
員
会

　

同
窓
会
報
「
千
南
原
」
の
年
一
回
発
行
を
継
続

し
な
が
ら
、
広
く
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
引
き
続
き
行
う
。

総
務
委
員
会

　

総
会
の
運
営
・
名
簿
管
理
等
と
、
全
般
的
な
部

活
動
活
動
助
成
と
東
海
大
会
や
全
国
大
会
等
で
顕

著
な
成
績
を
上
げ
た
部
活
動
に
助
成
を
行
う
。
昨

年
度
は
東
海
大
会
等
に
進
出
す
る
部
活
動
が
多

か
っ
た
。

　

活
動
の
基
盤
に
な
る
同
窓
会
維
持
会
費
の
向
上

の
た
め
組
織
規
約
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
活
動

を
行
う
。

愛
さ
れ
、
応
援
さ
れ
る
学
校
に
！

校長

長井  利樹

ん
の
喜
び
と
感
動
、
そ
し
て
幸
せ
を
も
ら
い
、「
千

南
原
」
の
地
と
、「
東
高
」
が
大
好
き
に
な
っ
た
時

間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
地
域
の
方
は
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
夕
方
、
下
校
時
に
、
自
転
車
通
学
の
東
高
生
が

蓮
華
寺
池
公
園
横
の
交
差
点
を
、
自
転
車
を
降
り
、

自
転
車
を
引
い
て
、
他
の
歩
行
者
に
気
遣
い
な
が

ら
渡
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
私
が
見
て
い
る
間
、
来

る
生
徒
、
来
る
生
徒
、
全
員
が
自
然
に
、
当
た
り

前
に
そ
う
し
て
い
た
。噂
に
は
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
。

東
高
生
、
す
ご
い
で
す
ね
」
と
。
ま
た
あ
る
方
は
、

朝
、
学
校
の
周
辺
を
掃
除
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
部
の

生
徒
た
ち
の
姿
を
見
て
、「
地
域
の
た
め
に
も
活
動

し
て
く
れ
て
、
あ
い
さ
つ
も
元
気
に
で
き
て
、
い
い

子
達
で
す
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
度
に
、
私
は
、
自
分
が
褒
め
ら
れ
て
い
る

か
の
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し
く
、
幸

せ
な
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
の
で
す
。

　

御
承
知
の
と
お
り
本
校
は
、サ
ッ
カ
ー
を
「
校
技
」

と
し
、校
訓『
至
誠
一
貫
』の
下
、文
武
両
道
を
謳
い
、

勉
学
の
み
な
ら
ず
、
部
活
動
に
、
学
校
行
事
に
と
、

何
事
に
も
懸
命
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
・

社
会
、
次
代
を
担
う
に
相
応
し
い
人
材
の
育
成
と
、

人
格
形
成
に
主
眼
を
お
い
て
、
日
々
の
教
育
活
動

に
あ
た
っ
て
き
た
学
校
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
赴
任
直
後
、
生
徒
た
ち
に
、「
地
域
か
ら

愛
さ
れ
、
応
援
さ
れ
る
学
校
に
な
ろ
う
！
」
と
と

も
に
、
次
の
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

「
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
す
る
べ
き
か

を
常
に
正
し
く
判
断
し
、
行
動
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
」「
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
仲
間
を
大

切
に
す
る
こ
と
」「
思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
、毎
日
元
気
よ
く
学
校
に
来
る
こ
と
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
、
脈
々
と
大
切
に
繋
い
で

こ
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
、
生
徒
た

ち
と
と
も
に
き
ち
ん
と
繋
ぎ
、
本
校
の
素
晴
ら
し

き
伝
統
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
そ
う
し
た
私
ど
も
を
、

ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
戴
き
ま
す
と
と
も
に
、

母
校
「
東
高
」
へ
の
一
層
の
御
支
援
、
御
力
添
え

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
校
同
窓
会
の
今
後

益
々
の
御
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

松
永
行
さ
ん
＝
１
９
１
４
（
大

正
３
）
年
９
月
21
日
︱
１
９
４
３

（
昭
和
18
）
年
１
月
20
日
＝
は
、

本
校
第
５
回
生
で
志
太
郡
東
益
津

村
（
現
焼
津
市
）
の
出
身
。
松
永

信
夫
さ
ん
（
第
11
回
生
）、
松
永

碩
（
せ
き
）
さ
ん
（
第
17
回
生
）

は
実
弟
で
、
三
人
と
も
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
、「
松

永
三
兄
弟
」
と
よ
ば
れ
た
。
行
さ

ん
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
を
務
め
、
百

メ
ー
ト
ル
10
秒
８
の
俊
足
で
あ
っ

た
と
い
う
。
卒
業
後
、
東
京
文
理

科
大
学
附
属
東
京
高
等
師
範
学
校

（
現
筑
波
大
学
）
に
入
学
し
、
全

日
本
蹴
球
選
手
権
大
会（
天
皇
杯
）

準
優
勝
な
ど
と
活
躍
さ
れ
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
五
輪
の
日
本
代
表
に

志
太
中
の
１
年
先
輩
の
笹
野
積
次

母校の後輩たちへ栄光を伝えて

さ
ん
（
第
４
回
生
・
早
稲
田
大
）
と
と
も
に
選
出

さ
れ
た
。
出
発
に
あ
た
り
、
郷
土
の
誇
り
と
し

て
藤
枝
町
体
育
協
会
が
応
援
資
金
調
達
の
た
め
の

映
画
会
を
開
催
し
、
盛
大
な
壮
行
会
が
行
わ
れ
た

そ
う
で
あ
る
。
60
周
年
記
念
誌
「
サ
ッ
カ
ー
六
十

年
の
あ
ゆ
み
」
に
も
、
講
堂
前
で
撮
影
さ
れ
た
両

選
手
の
壮
行
会
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ベ

ル
リ
ン
五
輪
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、
第
13
回
日
本

サ
ッ
カ
ー
殿
堂
に
新
設
さ
れ
た
「
チ
ー
ム
」
と
し

て
掲
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
サ
ッ
カ
ー

殿
堂
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
地
下
１

階
）
に
は
、
現
在
73
名
と
１
チ
ー
ム
が
掲
額
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
、
当
時
、
関
東
大
学
リ
ー
グ
で

強
さ
を
誇
っ
た
早
稲
田
大
学
の
選
手
を
中
心
に
編

成
。
ド
イ
ツ
に
入
り
、
大
会
前
に
現
地
チ
ー
ム
と

練
習
試
合
を
行
う
中
で
、
そ
れ
ま
で
採
用
し
て

い
た
２
バ
ッ
ク
か
ら
、
当
時
の
欧
州
で
主
流
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
３
バ
ッ
ク
へ
大
き
く
シ
ス
テ

　

今
春
の
県
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま
し
て
、

伝
統
あ
る
藤
枝
東
高
校
の
仲
間
に
入
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
長
井
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
の
依
頼
を
戴
き
ま
し
た
の
が
７

月
、
ふ
と
気
が
つ
け
ば
季
節
は
夏
で
、
本
校

で
の
生
活
も
、
す
で
に
４
ヵ
月
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
こ
の
４
ヵ
月
は
、
た
く
さ

ム
を
変
更
し
、
初
戦
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
に
挑

ん
だ
。
前
半
に
２
失
点
と
リ
ー
ド
さ
れ
る
も
の

の
、
後
半
は
運
動
量
と
パ
ス
ワ
ー
ク
で
上
回
り
、

同
点
に
追
い
つ
く
と
、
85
分
に
松
永
行
さ
ん
が
相

手
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
股
下
を
抜
く
決
勝
ゴ
ー
ル

を
決
め
、
見
事
勝
利
を
収
め
た
。
こ
の
大
会
、
日

本
は
サ
ッ
カ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
出
場
で
あ
り

体
格
に
勝
る
強
豪
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
圧
倒
的
に
有

利
と
の
下
馬
評
を
覆
し
て
の
３
—
２
で
の
勝
利

は
「
ベ
ル
リ
ン
の
奇
跡
」
と
賞
賛
さ
れ
、
語
り
継

が
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ラ
ジ
オ
放
送
の

実
況
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、「
J
a
p
a
n
e
r
, 

J
a
p
a
n
e
r
, 

J
a
p
a
n
e
r
（
日
本

人
、
日
本
人
、
ま
た
日
本
人
）」
と
連
呼
、
試
合

終
了
後
、
6
0
0
0
人
の
観
客
の
多
く
が
ピ
ッ
チ

に
な
だ
れ
込
み
、
日
本
の
勝
利
を
祝
福
し
た
と
い

う
。
開
催
地
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

の
新
聞
は
「
不
可
能
な
こ
と
が
起
き
た
」「
こ
ん

な
こ
と
を
だ
れ
が
想
像
で
き
た
ろ
う
か
」「
美
し

く
正
々
堂
々
と
し
た
戦
い
だ
っ
た
。
日
本
の
戦
い

ぶ
り
が
歓
喜
を
呼
ん
だ
の
だ
」と
報
じ
た
そ
う
だ
。

　

東
京
の
国
立
競
技
場
内
に
あ
っ
た
秩
父
宮
記
念

ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
現
存
す
る

最
古
の
日
本
代
表
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
松
永
さ

ん
が
着
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

松
永
さ
ん
は
、
３
年
生
の
１
９
３
７
（
昭
和

12
）
年
、
陸
軍
に
従
軍
し
て
静
岡
の
連
隊
に
配
属

さ
れ
た
。
そ
の
時
に
妹
さ
ん
に
「
戦
争
に
は
行
き

た
く
な
い
。
も
う
一
度
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
蹴
球

（
サ
ッ
カ
ー
）
を
学
び
、
指
導
者
に
な
り
た
い
」

と
語
っ
た
と
い
う
。
中
隊
長
を
務
め
戦
地
で
も
部

下
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
い
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
領

東
イ
ン
ド
方
面
へ
転
戦
し
た
後
、
１
９
４
３
（
昭

和
18
）
年
１
月
に
29
歳
で
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
戦

死
さ
れ
た
。

　
「
母
校
の
後
輩
た
ち
に
伝
統
を
伝
え
て
も
ら
い

た
い
」
と
記
念
盾
を
寄
託
さ
れ
た
甥
の
松
永
史
郎

さ
ん
も
本
校
第
43
回
生
。
永
田
實
治
同
窓
会
副
会

長
（
第
28
回
生
）、
同
じ
く
43
回
生
の
村
松
章
隆

さ
ん
ら
と
来
校
、
松
本
直
己
前
校
長
に
記
念
盾
を

手
渡
し
た
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
栄
光
の
歴
史
を

引
き
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
が
託

さ
れ
た
盾
は
、
玄
関
前
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

母
校
、
東
高
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
土
か
ら
人
工
芝
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
丸
８
年
。
劣
化
が
著
し
く
、
体
育
の
授
業
や
部
活

動
な
ど
に
支
障
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
全
面
張
り
替
え
の

必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
現
況
を
踏
ま
え
て
検
討
を
重
ね
、
８

月
４
日
に
「
人
工
芝
整
備
実
行
委
員
会
」
が
発
足
、
張
り
替

え
に
向
け
た
活
動
が
本
格
化
し
た
。
工
事
の
完
了
は
来
年
春

の
予
定
。

　

現
在
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
平
成
21
年
春
に
完
成
、

サ
ッ
カ
ー
を
校
技
と
す
る
東
高
の
新
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

活
用
状
況
を
み
る
と
、
平
日
は
午
前
８
時
40
分
か
ら
午
後
３

時
20
分
ま
で
一
般
生
徒
が
授
業
で
使
用
、
４
時
か
ら
６
時
30

ま
で
サ
ッ
カ
ー
部
が
練
習
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
夜
間
に
な

る
と
、
藤
枝
東
Ｆ
Ｃ
の
小
中
学
生
や
О
Ｂ
の
同
好
の
士
に
開

放
さ
れ
、
土
日
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
公
式
戦
や
練
習
試
合
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
年
間
を
通
し
フ
ル
稼
働
状
態
に
あ
る
。
使
用

率
は
授
業
53
％
、
サ
ッ
カ
ー
部
30
％
、
そ
の
他
17
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

高
い
使
用
頻
度
で
人
工
芝
に
想
定
以
上
の
負
担
が
懸
か
っ

た
。
３
、４
年
前
か
ら
凹
凸
や
摩
耗
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

今
年
６
月
に
は
荒
れ
た
表
面
に
足
を
取
ら
れ
、
骨
折
事
故
も

発
生
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
全
面
張
り
替
え
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

活
動
を
主
導
す
る
「
人
工
芝
整
備
委
員
会
」
は
学
校
後
援

会
、
同
窓
会
、
サ
ッ
カ
ー
部
後
援
会
、
サ
ッ
カ
ー
部
О
Ｂ
会
、

サ
ッ
カ
ー
部
父
母
の
会
の
５
団
体
で
組
織
し
、
委
員
長
は
学

校
後
援
会
長
の
北
村
正
平
藤
枝
市
長
が
務
め
る
。

　

張
り
替
え
を
推
進
す
る
た
め
の
最
大
課
題
は
資
金
確
保

で
、
同
委
員
会
は
同
窓
生
を
中
心
に
し
た
学
校
関
係
者
や
一

般
篤
志
家
を
対
象
に
募
金
活
動
を
呼
び
掛
け
る
。

60周年記念誌「サッカー六十年のあゆみ」より。右が松永行さん、
中央が笹野積次さん。

日本サッカー殿堂入りの記念盾を寄託した
松永行さんの甥史郎さん（中央左）

８年経ち、あちらこちらに綻びが
（左上は部分張り替え）

人
工
芝
張
り
替
え
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